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 大

学
史
料
室
所
蔵
史
料
の
紹
介
（
一
） 

榎
本
武
揚
の
書
（一
八
九
二
年
〔明
治
二
十
五
年
〕）武
揚
五
十
七
歳 

【
翻
刻
】 

鎌
府
江
山
入
晩
鴉
過
秦
有
客 

懐
長
沙
路
傍
苔
石
留
城
址
化 

作
尋
常
百
姓
家 

 
 

壬
辰
二
月
過
鎌
倉
有
感
詩
以
紀
之
梁
川 

【
書
き
下
し
文
】 

鎌
府
江
山
晩
鴉
（ば
ん
あ
）入
る 

過
秦
の
客
有
り
長
沙
を
懐
う 

路
傍
の
苔
石
城
址
を
留
め 

化
し
て
尋
常
百
姓
（
ひ
ゃ
く
せ
い
）の
家
と
作
る 

 
 

壬
辰
二
月
鎌
倉
に
過
（
よ
）
ぎ
り
て
感
有
り
、
詩
以
っ
て
之
を
紀
（
し
る
）

す
。 

【
語
釈
】 

・
鎌
府
→
鎌
倉
。 

             

・晩
鴉
→
夕
方
の
か
ら
す
。
夕
暮
に
飛
ぶ
鴉
。 

・過
秦
→
過
秦
論
。 

・
客
→
賈
誼
の
こ
と
。
前
漢
の
文
人
・
政
治
家
。
文
帝
に
仕
え
て
種
々
の
改
革

を
図
った
が
保
守
派
に
阻
ま
れ
て
左
遷
さ
れ
た
。 

・長
沙
→
賈
誼
が
流
さ
れ
た
土
地
。 

・百
姓
→
こ
こ
で
は
農
民
の
意
味
で
は
な
く
人
民
の
意
。 

【大
意
】 

・第
一
句
二
句  

鎌
倉
の
山
河
で
は
、
烏
が
鳴
く
夕
刻
と
な
り
、
私
は
秦
の
時
代
の
過
ち

を
記
し
た
賈
誼
や
彼
が
流
さ
れ
た
長
沙
の
町
に
思
い
を
は
せ
る
。 

・第
三
句
四
句 

こ
の
鎌
倉
で
は
道
の
傍
ら
の
苔
生
し
た
石
に
は
、
い
に
し
え
の
城
の
跡
を

留
め
て
い
る
が
、
今
は
市
井
の
人
々
の
家
と
な
って
い
る
こ
と
だ
。 

 
 
 
 

壬
辰
二
月
に
鎌
倉
に
立
ち
寄
っ
て
感
慨
が
あ
っ
て
、
漢
詩
を
作
り  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

之
を
記
し
た
。 
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熊本・横井家略系図 

 

横井時弘・恵美子ご夫妻（於ご自宅） 

横
井
時
敬
の
熊
本
時
代 

榎
本
・
横
井
研
究
会
会
員 

本
学
元
講
師 

相
馬
登 

横
井
時
敬
先
生
（
以
下
「
時
敬
」
と
省
略
）
の
熊
本
時
代
は

意
外
に
も
未
詳
の
点
が
多
い
。
熊
本
に
生
ま
れ
十
八
歳
ま
で

過
ご
し
た
が
、
時
敬
は
著
書
で
あ
ま
り
言
及
せ
ず
、
ご
家
族

に
も
伝
承
す
る
こ
と
が
少
な
か
った(

横
井
時
燁
氏
教
示)

。 

さ
い
わ
い
筆
者
は
先
年
生
家
跡
を
見
付
け
（
『
地
図
中
心
』

四
五
五
号
発
表
）
、
今
年
は
ご
生
家
の
ご
子
孫
に
お
目
に
か
か

る
機
会
を
得
て
本
学
で
口
頭
発
表
が
出
来
た
（
七
月
二
十
三

日
発
表
）
。 

左
に
そ
の
概
略
を
記
し
、
読
者
諸
氏
の
さ
ら
な
る
ご
教
示

を
お
願
い
し
ま
す
。 

多
く
の
方
々
の
ご
教
示
に
よ
り
熊
本
市
新
屋
敷
町
の
横
井

時
弘
・
恵
美
子
ご
夫
妻
を
ご
自
宅
に
訪
ね
、
資
料
を
戴
き
、

お
話
を
聞
き
、
横
井
家
菩
提
寺
と
墓
所
を
ご
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。
左
に
略
系
図
と
墓
所
写
真
、
ご
夫
妻
写
真
を
掲

げ
、
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

時
弘
氏
は
略
系
図
の
如
く
横
井
家
十
一
代
時
一
氏
の
三

男
で
あ
る
が
、
父
時
一
氏
の
老
後
を
最
後
ま
で
介
護
し
、
そ

の
任
務
を
全
う
し
た
。
そ
し
て
ご
仏
壇
を
守
り
、
墓
所
を
お

祀
り
し
て
い
る
。 

横
井
家
八
代
久
右
衛
門
氏
（
時
敬
実
父
）
は
四
十
五
歳
、

九
代
覺
（
さ
と
る
）
氏
（
時
敬
実
兄
）
は
四
十
六
歳
、
十
代
寅

雄
氏
（
時
敬
甥
）
は
三
十
八
歳
で
没
し
た
。
生
家
の
当
主
は
短

命
が
続
い
た
。
時
敬
は
ご
子
息
を
熊
本
第
五
高
等
学
校
に
入

学
さ
せ
、
郷
土
愛
は
強
烈
な
も
の
が
あ
る
が
、
生
家
を
あ
ま

り
語
っ
て
い
な
い
の
は
こ
の
寂
し
さ
に
よ
る
も
の
と
筆
者
は
思

う
。 

 
 

 
 

 横
井
家
は
西
南
戦
争
で
荒
廃
し
た
内
坪
井
町
の
武
家
屋

敷
か
ら
春
竹
町
へ
、
さ
ら
に
明
治
末
年
に
新
屋
敷
町
に
移
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
十
一
代
時
一
氏
は
農
林
省
に
勤
め
新

潟
市
・
明
石
市
に
在
勤
し
八
十
三
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
い

る
が
、
熊
本
市
在
住
は
主
に
退
職
後
の
よ
う
だ
。
そ
れ
に
時

敬
と
は
年
齢
が
四
十
九
歳
も
離
れ
て
い
る
。
時
敬
没
年
に
十

八
歳
で
あ
る
。
冠
婚
葬
祭
な
ど
生
家
と
は
交
流
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
甥
の
子
の
世
代
で
あ
る
。
交
流
は
淡
い
も
の
と
筆
者

は
想
像
す
る
。 

時
一
氏
は
昭
和
四
十
年
代
、
散
在
し
て
い
た
墓
所
を
整
理

し
て
新
し
い
墓
所
（寄
墓
）を
市
営
墓
地
に
建
て
お
祀
り
し
て

い
る
。
墓
誌
は
九
代
覺
以
降
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。
菩
提
寺

真
浄
寺
（し
ん
じ
ょ
う
じ
）
を
訪
ね
た
が
ご
住
職
が
留
守
で
過

去
帳
の
閲
覧
は
出
来
な
か
った
。
後
日
、
時
弘
氏
か
ら
お
寺
の

過
去
帳
写
真
を
送
って
戴
い
た
が
部
分
的
で
あ
り
充
分
な
分

析
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
横
井
家
の
仏
壇
に
過
去
帳
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
な
に
し
ろ
初
対
面
で
あ
る
。
仏
壇
を
ひ
っ

く
り
返
す
よ
う
な
調
査
は
次
の
機
会
と
考
え
て
い
る
。 

時
敬
の
生
い
立
ち
を
考
察
す
る
に
は
幼
少
年
の
家
庭
教

育
、
藩
校
時
習
館
教
育
、
熊
本
洋
学
校
教
育
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
こ
の
課
題
は
深
く
広
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
展
望
を

記
し
、
次
の
機
会
に
詳
述
し
た
い
。 

時
敬
の
実
父
久
右
衛
門
は
一
族
の
著
名
な
学
者
横
井
小

楠
の
門
弟
で
あ
っ
た
。
小
楠
グ
ル
ー
プ
は
実
学
党
派
と
よ
ば

れ
、
藩

政

改

革

の
革

新
派
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に

対
す
る
学

校
党
と
よ

ば
れ
る
強

力
な
保
守

派
が
い
た
。

大
藩
肥
後

藩
（五
十
四

万
石
）
の
幕

末
は
こ
の
実

久右衛門 名未詳（夭折）

覺 寅雄 時一 時也
うた（歌） 時史

コマ 十三 秋 時弘
名不詳（長女） 時茂（夭折）

ナツ 宗生 恵美子
キヨカ 久美子
末雄 美江子

基倍（もとます、神足家養子）

時敬 時彦 時燁

キヨ（清子） はな
藤（富子）

敬子
時次
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熊本・横井家墓碑と墓誌（寄墓、市営墓所所在） 

学
党
と
学
校
党
の
政
争
が
激
し
い
。
こ
の
実
学
党
革
新
派
の

父
の
も
と
時
敬
は
ど
ん
な
家
庭
教
育
を
受
け
た
で
あ
ろ
う

か
。
残
念
な
が
ら
直
接
的
史
料
は
な
い
が
、
そ
の
周
辺
的
、
間

接
的
史
料
は
あ
る
。
熊
本
の
高
い
伝
統
的
文
化
と
父
の
革
新

的
雰
囲
気
で
育
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
時
敬
七
歳
の
時
に

父
は
逝
去
し
て
い
る
。
時
敬
の
家
庭
教
育
復
元
は
間
接
史
料

の
収
集
と
分
析
で
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
思
う
。 

時
敬
が
藩
校
時
習
館
に
入
門
し
た
の
は
確
実
の
よ
う
だ
。

し
か
し
何
歳
で
入
門
し
た
か
の
報
告
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。

熊
本
大
学
文
学
部
保
管
の
「
永
青
文
庫
」
に
時
習
館
関
係
の

史
料
が
あ
る
。
厖
大
な
大
史
料
集
で
目
録
も
あ
る
。
丹
念
に

目
録
を
見
て
心
当
り
の
史
料
を
直
接
調
べ
、
時
敬
の
直
接
史

料
（
入
門
帳
な
ど
）
や
周
辺
史
料
（
教
科
課
程
、
教
科
書
な

ど
）
を
見
付
け
た
い
も
の
で
あ
る
。 

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
九
月
一
日
、
時
敬
は
熊
本
洋

学
校
に
入
学
し
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
七
月
二
十
七

日

に
卒

業

し

た
。
そ
の
後

同
校
助
手

を
勤
め
た
。

駒
場
農
学

校
（
後
の
東

大
農
学
部
）

入
学
の
動
機

も
洋
学

校

米
人
教
師

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の

影
響
に
よ
る

こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
し
か
し
洋
学
校
の
史
料
は
意
外
に
も
少
な
い
。
実
学

党
と
学
校
党
の
激
し
い
政
争
に
よ
る
も
の
と
筆
者
は
推
測
す

る
。
洋
学
校
は
実
学
党
の
人
々
に
よ
る
開
校
で
あ
る
。
権
力
の

移
動
に
よ
り
史
料
の
保
存
と
消
滅
は
影
響
を
受
け
る
。
さ
い

わ
い
地
元
熊
本
で
洋
学
校
再
評
価
の
声
は
高
く
、
近
年
研
究

会
も
発
足
（
筆
者
も
加
入
）
し
、
多
く
の
市
民
も
参
加
し
て
い

る
。
時
敬
の
直
接
的
史
料
や
間
接
的
史
料
は
そ
の
史
料
を
使

った
論
文
と
共
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

時
敬
の
熊
本
時
代
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
感
が
あ

る
。
熊
本
市
民
の
多
く
は
時
敬
の
存
在
し
た
こ
と
を
知
ら
な

い
。
「
生
誕
之
地
碑
」
を
建
立
し
、
絶
え
ず
市
民
に
呼
び
か

け
、
東
京
農
業
大
学
の
永
続
を
筆
者
は
熱
望
す
る
も
の
で
あ

る
。 

 参
考
文
献 

相
馬
登
（
二
〇
一
二
）『
横
井
時
敬
の
熊
本
時
代
』レ
ジ
メ
。 

友
田
清
彦
（
二
〇
〇
九
）
『
横
井
時
敬
の
足
跡
と
熊
本
』
東
京

農
大
出
版
会
。 

熊
本
県
立
大
学
編
（
二
〇
一
二
）
『
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
遺
し
た
も

の
』
熊
本
日
日
新
聞
社
。 

そ
の
他 

 

世
界
に
先
駆
け
た
教
育 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

東
京
農
業
大
学
教
授 

夏
秋
啓
子 

東
京
農
業
大
学
（TU

A

）
と

Food 
and 

Fertilizer 
Training 

C
enter 

(FFTC
)

と
の
共
催
に
よ
る 

2012 
TU

A
 

-
FFTC

 

International Sem
inar on Em

erging Infectious D
iseases of Food 

C
rops in A

sia

が
、
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
を
含
め
七
カ
国
十
七
名
の
招
待
講
演
者
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
関
係
者
は
約
五
〇
名
、
ま

た
、
学
生
・
院
生
の
参
加
者
は
二
日
間
の
合
計
が
約
一
五
〇

名
と
な
り
ま
し
た
。
”
ア
ジ
ア
の
食
用
作
物
栽
培
に
お
い
て
新

た
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
病
害
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
日

本
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
州
の
作
物
保
護
学
に
関
わ
る
大

学
や
研
究
機
関
だ
け
で
な
く
、
植
物
防
疫
に
関
わ
る
行
政

機
関
、
種
苗
会
社
な
ど
様
々
な
セ
ク
タ
ー
の
連
携
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
会
場
に
お
い
て
、
東
京
農
業
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
図
書
館
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、
白
井
光
太
郎

博
士
の
撮
影
し
た
植
物
病
害
の
写
真
ア
ル
バ
ム
、
病
徴
と
顕

＊アルバム 根瘤病 
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＊植物彩色画 枇杷 

微
鏡
観
察
図
、
そ
し
て
、
植
物
の
彩
色
画
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
英
文
の
解
説
に
は 

「
日
本
の
植
物
病
理
学
の
父 

白
井

光
太
郎
博
士
；
白
井
光
太
郎
博
士(

一
八
六
三-

一
九
三

二) 

は
、
一
九
〇
六
年
に
世
界
で
最
初
の
植
物
病
理
学
研

究
室
を
東
京
大
学
に
創
設

し
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、

東
京
農
業
大
学
の
教
授
と

し
て
も
一
九
一
五
年
か
ら

一
九
一
九
年
ま
で
教
鞭
を

と
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
植
物

病
理
学
会
を
設
立
し
、
一
九
一
八
年
か
ら
は
初
代
会
長
と

し
て
活
躍
し
た
。
現
在
、
日
本
植
物
病
理
学
会
は
二
〇
〇

〇
名
近
い
会
員
を
擁
す
る
。
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
内
外
か
ら
の
多
数
の
植
物
病
理
学
関
係
者
が
参
加
し

て
い
た
た
め
、
長
い
歴
史
を
誇
る
東
京
農
業
大
学
で
、
世
界

的
な
観
点
か
ら
も
ご
く
早
い
時
期
か
ら
植
物
病
理
学
の
教

育

が

行

わ
れ
て
い

た
こ
と
、

白

井

光

太

郎

に

関
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
る

こ
と
な
ど

に
、
興
味

が
集
ま
っ

て
い
ま
し

た
。 

大
学
史
関
係
新
刊
書
の
紹
介 

樋
口
雄
彦
（二
〇
一
二
）『箱
館
戦
争
と
榎
本
武
揚
』 

 

吉
川
弘
文
館
、
二
六
〇
〇
円
。 

 

本
書
は
吉
川
弘
文

館
の
「
敗
者
の
日
本

史
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

著
者
の
樋
口
雄
彦
氏

は
、
大
著
『
沼
津
兵
学

校
の
研
究
』
な
ど
、
旧
幕
臣
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。
本
書
の
タ

イ
ト
ル
は
榎
本
武
揚
と
な
って
い
る
が
、
主
人
公
は
榎
本
一
人

で
は
な
く
、
箱
館
戦
争
の
多
く
の
「
降
伏
人
た
ち
」
（
旧
幕

臣
）
で
あ
る
。
降
伏
人
た
ち
の
戦
後
の
軌
跡
は
様
々
で
あ
っ

た
。
榎
本
の
よ
う
に
明
治
新
政
府
に
登
用
さ
れ
、
栄
達
の
途

を
辿
っ
た
者
。
官
に
は
就
か
ず
、
民
間
に
あ
っ
て
実
業
の
世
界

に
驥
足
を
展
ば
し
た
者
。
宗
教
家
に
転
じ
て
い
った
者
。
あ
え

て
世
捨
て
人
の
途
を
選
ん
だ
者
、
等
々
。
本
書
で
は
、
そ
の

多
彩
な
姿
が
、
「
箱
館
戦
争
断
章
」
「
生
き
残
り
た
ち
の
そ
の

後
」
「
雪
冤
へ
の
道
」
「
戦
友
の
再
結
集
」
の
各
章
で
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。 

 

箱
館
戦
後
、
明
治
に
入
り
、
旧
幕
臣
た
ち
の
再
結
集
の
場

と
な
っ
た
の
は
、
碧
血
会
、
旧
交
会
、
同
方
会
、
葵
会
な
ど
だ

が
、
一
八
八
五
年
に
誕
生
し
た
静
岡
育
英
会
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
静
岡
育
英
会
は
一
八
九
一
年
、
東
京
に
育
英
黌
を

設
立
す
る
。
育
英
黌
の
四
つ
の
学
科
の
う
ち
の
一
つ
が
農
業
科

で
、
の
ち
に
独
立
し
て
私
立
東
京
農
学
校
と
な
っ
た
。
東
京

農
業
大
学
の
前
身
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
静
岡
育
英
会
に

関
す
る
記
述
は
、
短
い
な
が
ら
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
本
書

の
口
絵
な
ら
び
に
本
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
私
立
東
京
農

学
校
卒
業
証
」
と
「
育
英
黌
の
及
第
証
書
」
（
第
一
期
生
・
井

口
幹
夫
氏
）
は
わ
が
大
学
史
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
（友
田
記
） 

 

編
集
後
記 

『
大
学
史
料
室
通
信
』
第
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号

か
ら
は
、
大
学
史
料
室
が
所
蔵
す
る
史
料
を
逐
次
、
紹
介

し
て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、
榎
本
武
揚

の
書
で
す
。
榎
本
が
育
英
黌
の
管
理
長
で
あ
った
時
代
の
も
の

で
す
。
ま
た
、
相
馬
登
先
生
に
は
、
先
生
が
最
近
明
ら
か
に

さ
れ
た
横
井
時
敬
の
熊
本
時
代
に
関
連
す
る
知
見
に
つ
い
て

ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
秋
啓
子
先
生
に

は
、
本
年
十
月
に
本
校
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
の
白
井

光
太
郎
史
料
の
展
示
に
つ
い
て
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

＊
本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
史
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

当
史
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  
 

 

東
京
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業
大
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